
概要
がんに伴う深刻な筋萎縮（がん悪液質）は、がん患者のQOLを

著しく低下させる。
本研究では、複数の下肢骨格筋を同時に刺激可能なベルト型

電気筋刺激（bEMS）が、がん悪液質による筋萎縮を抑制可能か
を、ラットがん悪液質モデルを用いて検証した。

結果、bEMSは介入初期（3日目）に筋タンパク質合成を増加
させ 、10日間の慢性的な刺激により、筋線維のサイズ（断面
積）の減少を抑制した。しかし、筋線維のサイズが維持された
にも関わらず、筋力の有意な改善は認められなかった。

bEMSは筋萎縮の軽減に寄与する可能性を持つが、筋機能機能
回復には更なる工夫が必要であることが本研究によって示され
た。
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